
　地域経済に寄与する環境・観光資源

　羽生水郷公園とさいたま水族館は、単なるレ
ジャー施設ではなく、地域経済に寄与する複合的な
資源として位置づけられています。
　公園と水族館をセットで楽しむ “ 半日観光 ” は県
内外から人気を集め、羽生市の観光消費を支える重
要な柱となっています。
● 観光消費の創出
　来訪者は年間約 25 万人規模とされ、周辺の飲食
店・物産施設への波及効果も大きいとされていま
す。市内の和菓子店や農産物直売所、道の駅はにゅ
う、羽生 PA（鬼平江戸処）などとの回遊性が高く、
地域の観光消費を底支えしています。
● 教育・研修需要 
　企業の環境研修、学校の社会科見学、大学の
フィールドワークなど、学習目的の来訪が増加し
ています。淡水魚の生態や水辺環境の保全は SDGs
の「陸の豊かさ」「水の豊かさ」に直結するテーマ
であり、企業の CSR 活動との親和性が高い分野で
す。
● 地域ブランドの形成
　羽生市は「水郷のまち」としてのブランドを強
化しており、水族館はその象徴的存在です。自然
環境・歴史文化・教育資源が一体となった公園は、
地域の魅力発信の核として機能しています。

羽生水郷公園（さいたま水族館） 

▶特別展「Gold Fish Science ～金魚から科学する～」
期間　10/10（土）～ 1/11（月・祝）
場所　さいたま水族館特別展示
今回は金魚が美しく見える理由や
鱗の色等について、科学を通じて
紐解いていきます。金魚と人の関
わりなどを知ることで、様々な角
度から生き物を見る大切さや、深
く知ることの楽しさを伝えます。

▶秋のわくわく水族館まつり
日時　11/8（日）10:00 ～ 15:00
場所　羽生水郷公園　芝生広場
料金　一部の体験は有料
秋のわくわく水族館まつりでは、
はたらくくるまの展示や金魚す
くいのほか、小さなお子様も楽
しめるイベントが盛りだくさんです。

▶冬のイルミネーション
日時　12/12・13（土・日）
　　　19:00 頃まで（予定）
場所　さいたま水族館
いつもの開園時間を
少し延長し、今年も
さいたま水族館のイ
ルミネーションを実
施します。
お楽しみに︕︕

秋～冬のイベント情報

■開館時間　2/1~11/30　9:30~17:00（最終入館受付 16:30）
　　　　　    12/1~1/31　9:30~16:30（最終入館受付 16:00）

■入館料　   特別企画展 期間中     　　　　　特別企画展期間外　　　　　   　　　
　　　　　　　大人（高校生以上）500 円　   　 大人（高校生以上）400 円
　　　　　     　小人（小・中学生）200 円          　小人（小・中学生）100 円
　　　　　     　未就学児　　　　　    無料          　未就学児　　　　　　無料

その他休館日等につきましては、ホームページにてご確認願います。

　お車でお越しの方    東北自動車道羽生 IC から栗橋方面へ約３㎞（所要時間約５分）
　                                           無料駐車場（２カ所）（開門時間：午前 8 時 ~ 午後６時）
　電車でお越しの方    東武伊勢崎線羽生駅または加須駅から約７㎞
　 　　　　　　　　　・タクシー利用で約 15 分   ・無料送迎バス（運行日限定）
       　　　　　　　　     ・市内循環バス 200 円 / 回（平日限定）

アクセス

　本商談会の特徴は、海外バイヤーとの直接商談で
はなく国内の輸出商社を通じて、国内にいながら海
外販路開拓ができる点です。 輸出手続きや海外販
路開拓のノウハウを持つ輸出商社とつながること
で、輸出未経験の企業にとっても、海外市場に挑戦
する機会となります。
　実際に、今回初めて輸出に乗り出す事業者から「以
前から海外展開に関心があったので、これを機に輸
出に積極的に取り組んでいきたい」といった声も寄
せられ、海外ビジネスへの意欲がうかがえました。
また、成約が見込まれる商談もあり、現地での販売
につながる動きも生まれました。既に輸出に取り組
んでいる企業にとっても、新たな販路の開拓や、商
社から商品への意見やアドバイスを得られる有意義
な機会となりました。
　本商談会翌日にはジェトロ福島と東邦銀行共催の
食品輸出商談会が開催され、埼玉の商談会に参加し
た輸出商社の多くが引き続き参加しました。ジェト
ロと地域金融機関のネットワークを生かし、地域を
越えて商談機会を広げることができました。
　ジェトロ埼玉では、2 月初旬に海外バイヤーを招へ
いした食品輸出商談会を開催予定です。海外への販路
開拓にご興味のある方は、ぜひお申込みください。

　埼玉貿易情報センターは、埼玉県内事業者向けに
海外ビジネスの情報提供、貿易や投資の実務に関す
る相談に対して、自治体、金融機関、商工会議所な
どと連携して各種支援を行っています。今回は 9 月
に開催した輸出商談会について紹介します。

◇　　　　　◇　　　　　◇
 　海外への販路開拓に関心を持つ県内食品事業者
にとって、輸出は新たな市場を開拓する機会である
一方、海外の商習慣や規制、物流、現地での販路確
保など、様々なハードルがあります。特に輸出未経
験の企業では、「海外に売りたい」という思いがあっ
ても、何から始めればよいのか分からないという
ケースも少なくありません。
　ジェトロ埼玉と武蔵野銀行は、県内食品事業者の
海外展開を後押しする取り組みとして、9 月 8 日に

「国内商社食品輸出商談会 in 埼玉」を開催しました。
本商談会では、輸出のノウハウや海外販路を有する
国内輸出商社 8 社と、埼玉県内に事業所を置く食
品事業者 22 社をマッチングし、計 45 件の商談を
実施しました。商社、食品事業者に希望商材や商談
希望企業を事前にヒアリングし、双方の希望を踏ま
えてマッチングを行いました。
　商談会に先立つ 6 月には、初心者向けの「食品
輸出スキルセミナー」を開催しました。また、輸出
未経験の企業には、ジェトロ農林水産食品部担当者
とのオンライン面談を実施し、商談資料の作成や商
談の進め方をアドバイスするなど、初めての輸出商
談に向けたサポートも行いました。

食品輸出商談会の様子

商談の様子

埼玉から世界へ！ －その 7 －

日本貿易振興機構（ジェトロ）埼玉貿易情報センター

●シリーズ●

ジェトロ埼玉
農林水産物
食品の輸出支援
ポータル
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